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(ｃｍ)

＋４

＋３

＋２ ←今日の水位

＋１

０ ←水位の基準
－１

－２

－３ ←１週間前の水位

－４

１ 次の各問いに答えなさい。

(1) プールの水位を，下の図のように０ｃｍを基準にして，それより水位が高いときは正の数

で，水位が低いときは負の数で表します。

今日の水位は＋２ｃｍで，１週間前の水位は－３ｃｍでした。今日の水位が，１週間前の

水位からどれだけ高くなったかを求める式として正しいものを，下のアからエまでの中から

１つ選び，記号で答えなさい。 ①

ア (＋２)＋(－３)

イ (＋２)－(－３)

ウ (－３)＋(＋２)

エ (－３)－(＋２)

(2) １８÷(－３２) を計算しなさい。 ②

（3） ３ x－２ x を計算しなさい。 ③

(4) ２(x－２)－３(２ x－１) を計算しなさい。 ④
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２ 次の各問いに答えなさい。

(1) x＝－４のとき，式 x ２ の値を求めなさい。 ⑤

(2) 赤いテープと白いテープについて，次のことが分かっています。

赤いテープの長さは a ｃｍです。

２
赤いテープの長さは，白いテープの長さの 倍です。

５

白いテープの長さは何ｃｍですか。aを用いた式で表しなさい。 ⑥

(3) xの変域が，２以上５未満であることを，不等号を使って表しなさい。 ⑦

(4) ２，３，４，５ の４枚のカードから２枚を選んで，２けたの整数をつくります。このとき

できる２けたの整数は，全部で何通りあるか求めなさい。 ⑧
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(5) 右の図は，しき地が四角形ＡＢＣＤの形をした

学校の３０００分の１の縮図です。

このとき，Ａの地点からＣの地点までの実際の

距離が何ｍになるかを求めます。

実際の距離の求め方について，下の説明を完

成させなさい。 ⑨

説明

まず，図の線分ＡＣの長さを測ると

したがって，実際の学校のＡの地点からＣの地点までの距離は，( )ｍ

になります。

(6) 右の三角柱の体積を求めなさい。 ⑩

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１５ｃｍ
２５ｃｍ

１０ｃｍ
２０ｃｍ

校舎

運動場
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３ ゆかりさんは，家でコーヒー９０ｍＬと牛乳６０ｍＬを混ぜて，コーヒー牛乳をつくりまし

た。

次の（1），（2）の各問いに答えなさい。

（1） かずやさんは，ゆかりさんがつくったコーヒー牛乳と，同じ割合のコーヒー牛乳をつくり

ます。下の ア ， イ に当てはまる数を答えなさい。 ⑪

（2） 次にかずやさんは，ゆかりさんがつくったコーヒー牛乳と同じ割合のコーヒー牛乳を，

８００ｍＬつくろうとしています。

このとき，必要な牛乳の量を求めなさい。必要な牛乳の量を x ｍＬとして，下の比例式

を完成し，xを求めなさい。（計算の過程もきちんと書くこと） ⑫

必要な牛乳の量を xｍＬとすると

： ＝ ：

答え（ ）ｍＬ

同じ割合のコーヒー牛乳をつくるから，コーヒー１８０ｍＬには，牛乳を

ア ｍＬ混ぜるといいね。

また，コーヒー イ ｍＬには，牛乳を３０ｍＬ混ぜるといいね。かずやさん
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４ ゆかりさんは，みかんをたくさんもらいました。このみかんを友だちに同じ数ずつ配ること

にしました。

このとき，みかんを１人に４個ずつ配ると８個余り，１人に５個ずつ配ると３個たりなくな

りました。そこで，友だちの人数を求めるために，学校で学習した方程式を使って次のように

考えました。

ゆかりさんの考え

友だちの人数を x 人とし，みかんの個数を①，②の２通りの図で表します。

① ４個ずつ配るとき

② ５個ずつ配るとき

①，②のそれぞれについて，みかんの個数は等しい関係にあるので，

方程式で表すと ４ x＋８＝５ x－３ となる。

次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

（1) 図の ア から エ に当てはまる数や式を答えなさい。 ⑬

（2) ゆかりさんのつくった方程式 ４ x＋８＝５ x－３ を解いて，友だちの人数を求めなさい。

(計算の過程もきちんと書くこと) ⑭

配る個数 ア 個 イ 個

①

みかんの個数

配る個数 ウ 個

②

みかんの個数 エ 個
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(3) 次にゆかりさんは，みかんの個数を x個として方程式をつくりました。

上の方程式が問題にあった方程式となるように (あ) ， (い) に当てはまる

式を，下のアからクまでの中からそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。 ⑮

x x
ア ＋ ８ イ ＋ ３

４ ５

x x
ウ － ８ エ － ３

４ ５

x ＋ ８ x ＋ ３
オ カ

４ ５

x － ８ x － ３
キ ク

４ ５

みかんの個数を x個として方程式をつくると

(あ) ＝ (い)

と表すことができたよ。

ゆかりさん
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５ 下の図１のように，美術の作品を縦の長さが３３ｃｍの長方形の台紙に貼ります。作品は横
は

の長さ２４ｃｍ，縦の長さ３３ｃｍの長方形です。作品と作品の間の余白はすべて５ｃｍずつ

あけて貼ります。また，最初の作品と最後の作品の両端にも，５ｃｍの余白をつくることとし

ます。

このとき，かずやさんとゆかりさんは，作品の枚数と台紙の横の長さの関係について調べて

います。次の(1)から(3)の各問いに答えなさい。

図１

作品 作品 ……… 作品

(1) かずやさんは，作品の枚数と台紙の横の長さの関係について調べるために，下の表をつく

りました。ア，イに当てはまる数を，それぞれ答えなさい。 ⑯

作品の枚数(枚) １ ２ ３ ４ ･･･

台紙の横の長さ(ｃｍ) ３４ ア ９２ イ ･･･

(2) かずやさんは，作品を n枚貼ったとき，台紙の横の長さを求める式を考えています。図２

のような囲み方をすると，台紙の横の長さは，（５＋２４）n＋５という式で求めることが

できました。

図２

作品 作品 ……… 作品

そこで，かずやさんは，台紙の横の長さが（５＋２４）n＋５になる理由を次のように説

明しました。

５cm

３３cm
５cm ５cm５cm

３３cm
５cm ５cm ５cm

５cm

２４ cm ２４ cm ２４ cm

２４ cm ２４ cm ２４ cm
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かずやさんの説明

図２のように余白と作品を囲むと，余白１カ所の長さと作品１枚の横の長さを合わせ

た長さは，５＋２４ （ｃｍ） になります。

これが n 組あるので，余白と作品を合わせた長さの合計は

（ｃｍ） になります。

また，さらに最後に残った余白の長さは５ｃｍだから，台紙の横の長さは

と ５ をたせばいいです。

したがって，台紙の横の長さを求める式は， ＋５ になります。

には同じ式が当てはまります。 に当てはまる式を答えなさい。⑰

(3) ゆかりさんは，図３のように囲み方を変えました。

このとき，台紙の横の長さは，２４ n＋５(n＋１)という式で求めることができます。台紙

の横の長さが２４ n＋５(n＋１)になる理由について，ゆかりさんの説明を完成させなさい。

⑱
図３

作品 作品 ……… 作品

ゆかりさんの説明

図３のように余白と作品を囲むと，

３３cm
５cm ５cm ５cm５cm

２４ cm ２４ cm ２４ cm
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６ 肥後中学校の学習委員のかずやさんとゆかりさんは，１組と２組のある日の家庭学習時間を

調べ，次のように柱状グラフにまとめました。なお，家庭学習時間の平均は，どちらも１２０

分であることが分かっています。

１組の家庭学習時間 ２組の家庭学習時間

次の(1)，(2)の各問いに答えなさい。

(1) この２つの柱状グラフから分かることを，下のアからオまでの中からすべて選び，記号で

答えなさい。 ⑲

ア １組より２組の方が生徒数が多い。

イ 家庭学習時間が１２０分未満の生徒は２組の方が多い。

ウ 家庭学習時間が９０分以上の生徒は１組の方が多い。

エ １組の１２０分以上１５０分未満学習している生徒の割合と，２組の１５０分以上

１８０分未満学習している生徒の割合は，１組の方が大きい。

オ １組の１２０分以上１５０分未満学習している生徒の割合と，２組の１５０分以上

１８０分未満学習している生徒の割合は，２組の方が大きい。
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(2) かずやさんとゆかりさんは，２つの柱状グラフを比べて，次のような話をしました。

そこで，かずやさんとゆかりさんは，１組の家庭学習時間の特徴について，下のようにまと

めました。「１組の家庭学習時間の特徴」を参考にして，「２組の家庭学習時間の特徴」を完成

させなさい。ただし，「１組に比べて」と「家庭学習時間が多い人と少ない人の差」という言葉

を使って説明しなさい。 ⑳

１組の家庭学習時間の特徴

柱状グラフを見ると，６０分以上１８０分未満の区間で１つの山のようになっています。

また，９０分以上１５０分未満の区間で特に高くなっています。

このことから，２組に比べて，家庭学習時間が多い人と少ない人の差は小さく，９０

分以上１５０分未満の家庭学習時間の人が多いことが分かります。

２組の家庭学習時間の特徴

柱状グラフを見ると，３０分以上２１０分未満の区間で２つの山のようになっています。

また，６０分以上９０分未満の区間と１５０分以上１８０分未満の区間で特に高くなって

います。

このことから，

かずやさん

家庭学習時間の平均は，１組も２組も同じだったけど，柱状グラフを比べ

ると，特徴は同じとは言えないね。

そうだね。わたしもそう思うわ。

ゆかりさん


